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オフィスの事業継続（BCP）対策を強化 

No.1 グループ、BCP 対応型蓄電池「EnerCraft EC-700」を 

「オフィス防災 EXPO」に出展  

～世界最速レベルの 18 分急速充電・安心の日本製／基幹サーバーや業務 PC を守る

「無瞬断 UPS」の実機デモを実施～ 

 

 

オフィス DX および防災ソリューションを支援する株式会社 No.1（本社：東京都千代田区、代表取

締役：辰巳崇之、東証スタンダード：3562、以下：当社）および子会社である株式会社 Club One 

Systems（本社：東京都千代田区、代表取締役：桑島恭規、以下：COS）は、2026 年 11 月 18 日（水）

から 11 月 20 日（金）までの 3 日間、インテックス大阪で開催される「第 11 回総務・人事・経理

Week【大阪】」内の「オフィス防災 EXPO」に共同で出展することをお知らせいたします。 

 

当社ブースでは、平常時は社内サーバーやルーターなどのネットワーク機器・オフィスインフラを守

る高可用性 UPS（無停電電源装置）として常時稼働し、災害時には重要拠点や避難場所へスムーズ

に持ち出せる「EnerCraft（エナクラフト） EC-700」の実機を展示いたします。 

停電時における基幹システム・ネットワークのダウンやデータ破損といった企業の事業継続（BCP）

リスクに対し、実機デモンストレーションを通じて具体的な解決策をご提案いたします。 

 

 

■出展の背景：激甚化する災害リスクと、遅れる中小オフィスの「電源 BCP 対策」 

「EnerCraft EC-700」は、オフィス、自治体、医療・教育現場などにおいて停電リスクを軽減し、BCP
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の実効性を高めるために開発された製品です。近年、地震や大型台風による大規模停電が全国各地で

頻発しており、オフィスにおける「物理的な電源喪失」は企業の事業継続を脅かす最大のリスクとな

っています。特に、受発注システムや会計データを担う社内サーバー、業務 PC、ルーター等の通信

インフラが遮断された場合、サプライチェーン全体の取引停止やデータ破損といった甚大な被害を

もたらします。 

 

中小企業庁がまとめた『2026 年版 中小企業白書』においても災害時の事業継続力の強化が強く求め

られている一方、帝国データバンクの調査によると、企業の BCP 策定率は全体で 21.4％と微増傾向

にあるものの、依然として約 4 割超の企業が未策定となっています。さらに、大企業の策定率が 39.9％

であるのに対し、中小企業は 18.3％にとどまり、依然として約 20 ポイント以上の規模間格差が存在

しています。 

 

未策定の理由としては「策定に必要なスキル・ノウハウがない（42.2％）」、「策定する人材を確保で

きない（33.5％）」、「時間を確保できない（28.1％）」といった経営資源の不足が上位を占めています。

また、事業中断リスクへの備えとしては「従業員の安否確認手段の整備（65.3％）」に次いで「情報

システムのバックアップ（59.5％）」が極めて重視されており、初動対応と IT 基盤の維持が企業の最

優先課題として浮き彫りになっています。 

 

こうした課題を解決するため、今回の「オフィス防災 EXPO」では、大がかりな電気工事や専門知識

を必要とせず、オフィス内に手軽に配備できる現実的な BCP ソリューションとして本製品をご提案

いたします。一般的なポータブル電源では防ぐことができない、瞬断によるシステム強制終了を回避

する「無瞬断 UPS 機能」など、バックオフィスを守る機能を実機デモンストレーションを通じてご

紹介いたします。 

 

 

【参照元】 

中小企業庁「2026 年版 中小企業白書・小規模企業白書の概要」 

https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2026/PDF/2026gaiyou.pdf 

 

帝国データバンク「事業継続計画（BCP）に対する企業の意識調査（2026 年）」 

https://www.tdb.co.jp/report/economic/20260625-bcp2026/ 

 

■当日の展示内容 

当日の当社ブース内では、実際に販売している蓄電池システムの実機を展示いたします。 

蓄電池にノート PC やタブレット端末、通信機器などを接続し、停電時を想定した「オフィス機器・

通信インフラの駆動デモンストレーション」を常時実施いたします。一般的なカタログ上の数値だけ

ではイメージしづらい「実際に機器が動き続ける安心感」やサイズ感、操作の簡便性を、ご来場者の

皆様に直接体感していただけるブース構成を予定しております。 

 

https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2026/PDF/2026gaiyou.pdf
https://www.tdb.co.jp/report/economic/20260625-bcp2026/


■第 11 回 オフィス防災 EXPO 出展概要 

会期 2026 年 11 月 18 日（水）～11 月 20 日（金）  

会場 インテックス大阪 

出展ゾーン 防災備蓄品ストリート BOS-9 

入場 
事前登録制（11/17（火）まで登録無料。以降は 5,500 円（税
込） 

公式サイト https://www.office-expo.jp/kansai/ja-jp.html 

 

 

 

■オフィスの BCP 対策に選ばれる「EnerCraft EC-700」4 つの強み 

EnerCraft EC-700 製品ページ：https://enercraft-battery.jp/  

 

1. 信頼と安心の日本製で圧倒的な長寿命を実現 

一般的な蓄電池の寿命が数百〜数千回であるのに対し、業界最高クラスの 20,000 回サイクル

（10 年以上）の長寿命を実現し、設備投資の最適化に貢献します。 

 

2. 「約 18 分」の急速充電 

万が一、事前の充電を忘れていた場合や、災害時に断続的な通電（復電）が起きた際でも、わ

ずか 18 分で次の停電への備えを完了させることができます。  

 

3. サーバー・ネットワークを落とさない「無瞬断 UPS 機能」  

停電を検知した瞬間、瞬断を発生させずに給電を切り替えます。社内サーバーやルーター、セ

キュリティ機器の強制終了によるデータ破損やネットワーク切断を防ぎ、業務を安全に継続

させます。  

 

4. マイナス 30℃からプラス 55℃までの過酷な環境に対応 

過酷な動作温度に対応しており、寒冷地での災害時や、店舗のバックヤード、過酷な屋外環境

下でも作動する高い信頼性を備えています。 

 

 

https://www.office-expo.jp/kansai/ja-jp.html
https://enercraft-battery.jp/


【会社概要】 

 

会社名 株式会社Ｎｏ．１   （証券コード 3562 東証スタンダード） 

本社所在地 東京都千代田区内幸町一丁目５番２号 内幸町平和ビル 19 階 

代表 代表取締役 社長執行役員 辰巳 崇之 

URL https://www.number-1.co.jp/ 

設立年月日 1989 年９月 27 日 

事業内容 
情報セキュリティ機器の企画開発・製造・販売及び保守事業 

情報通信機器・OA 関連商品の販売及び保守事業 

 

会社名 株式会社 Club One Systems 

本社所在地 東京都千代田区内幸町一丁目５番２号 内幸町平和ビル 19 階 

代表 代表取締役 桑島 恭規 

URL https://www.clubonesystems.net/ 

設立年月日 2013 年 5 月 31 日 

事業内容 発電、蓄電、配電および電力等の電気エネルギーの供給 

 

この記事に関するご質問やお問い合わせにつきましては、以下窓口へご連絡をお願いいたします。 

 

株式会社Ｎｏ．１  

経営管理本部 IR 部 

E-MAIL ：info-ir@number-1.co.jp 

以上 

https://www.number-1.co.jp/
https://www.clubonesystems.net/

